
令和６年度モニタリングシート 

【施設名等】 

施 設 名 大洲市総合福祉センター 位 置 大洲市東大洲 270番地 1 

指定管理者名 社会福祉法人 大洲市社会福祉協議会 所管課 
大洲市健康増進課 

℡0893-23-0310 

 

【施設の概要】 

設 置 年 月 日 平成 11年４月１日 構 造 鉄筋コンクリート造 地上 4階建て 

設 置 目 的  
市民の福祉増進及び福祉意識の高揚を図るため、大洲市総合福祉センター

を設置する。 

施 設 機 能 児童・高齢者・障がい者等を含めたすべての市民が自助、協助の精神を培

い、明るい社会を目指す、保健・福祉の総合的な拠点施設です。 

利 用 料 金 等 大洲市総合福祉センター条例第１４条による徴収 

開 館 ・ 閉 館 開館 午前８時３０分 閉館午後１０時 

指 定 管 理 

業 務 内 容 
施設管理に関する基本協定書のとおり 

施 設 管 理 体 制 
常務理事〈事務局長〉１名、総務福祉部長１名、嘱託〈常勤〉職員１名 

宿日直職員 ３名 

 

【施設利用者数】                                                   （単位：人） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

Ｒ６年度 ３，９９７ ４，４９２ ４，４３４ ４，９３５ ３，９８９ ４，３７６ ５，３６４ 

Ｒ５年度 ３，１８０ ４，６９７ ４，９０５ ４，４７５ ３，９１５ ３，９０７ ４，９５９ 

比   較 ８１７ △２０５ △４７１ ４６０ ７４ ４６９ ４０５ 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 

 
Ｒ６年度 ５，１３７ ４，４３４ ３，８２３ ４，７５６ ４，３９３ ５４，１３０ 

Ｒ５年度 ４，６６４ ３，８６０ ３，４４６ ５，０１２ ３，６５９ ５０，６７９ 

比   較 ４７３ ５７４ ３７７ △２５６ ７３４ ３，４５１ 

 

【指定管理者としての収入・支出（決算）】                                    （単位：円） 

収入内訳 収入金額 支出内訳 支出金額 

大洲市受託金収入 37,070,000 人件費 9,974,132 

利用料収入 2,116,180 法定福利費 658,388 

手数料収入 350,359 事務費 22,019,413 

負担金収入 1,397,280 業務委託費 10,865,364 

受取利息配当金収入 1,077 手数料 123,450 

事業区分間繰入金収入 1,200,000 施設損害保険料 57,610 

  租税公課 727,900 

合  計 42,134,896 合  計 44,426,257 

※指定管理料 37,070,000円 

 



【サービス向上に向けた取り組み】 

 

Ｒ６年度 

 

 令和６年度より利用料金が１時間単位となったため、実際に必要な時間のみの利用ができ

るようになりました。料金の計算が複雑になりましたが、内部でのチェック体制を強化し対応

しました。空調機については夏の冷房が十分に機能するよう改修を施行していただきまし

た。また、消防設備、電気使用設備及びエレベータ設備についても安全に施設利用できるよう

修繕を行いました。経年劣化により施設の各設備が不調となったがその都度迅速に対応しま

した。 

 

Ｒ５年度 

 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行しましたが、福祉センターが幼児・児童・高齢者・障

害者（児）等の利用が多い事を考慮し、館内の共有部分の消毒や消毒液の設置等を行い、継

続して感染症予防に努めました。施設設備の老朽化が進むなか、所管課と協議をしながら、

空調機、エレベータ等の修繕を施行し、利用者に安心して快適に過ごしていただける環境整

備に努めました。令和５年度はボイラーの設備を更新していただいたが、空調機の更新につ

いても、取り組んでいただくよう働きかけました。 

 

【利用者から要望と対応状況】 

利用者からの苦情・要望等 利用者からの苦情・要望への対応 

利用者から苦情、要望等については、別段ありませんでし

た。 

 

 

【指定管理者の自己検証】 

１．協定書や仕様書に基づき、適正な施設・設備の利用提供事業の実施に努めました。 

２.総合福祉センター内の所管課で毎月１回連絡調整会を開催し、調整及び検討を行いました。 

３．専門性を必要とする業務については、適性かつ効率的な管理運営が行えるように、外部業者に委託して維

持・管理を行いました。またセンターの安全性と利便性を高めるために、経年により故障や劣化した設備等の

修繕を実施しましたが、築２６年目を迎え、修繕の際に部品調達ができないケースも出てきており、今後、設備

の計画的な更新について検討する必要が有ります。 

４．外部委託した専門業務については、経費の節減と業務の質の向上を目的に、入札や複数の業者に見積を依

頼するなど経費の縮減に努めました。 

５．「個人情報の保護に関する法律」、「大洲市社会福祉協議会個人情報保護規程」に基づき、個人情報を適性

かつ安全に取り扱い、適切な管理に努めました。 

６．安全管理については、BCPの作成及びエレベータ救出訓練等を行いました。 

７．消防法に基づいて、全館で通報訓練、避難訓練、消火訓練を実施しました。 

８.センター窓口に設置している「意見箱」で、利用者の意見・要望の把握に努めました。 

 

【施設所管課の検証・評価】 

令和６年度においても、仕様書に沿った施設・物品の管理運営ができている。施設の修繕や美化にも的

確に対応し、安心して施設を利用できる環境づくりにも努めている。また、毎月定例の連絡調整会を開

き、施設内の連携・協力体制にも努めている。市民が快適に利用してもらえるようサービスの向上に努め

ており、施設利用者からの苦情もない。 

経年劣化による修繕箇所も増加してきているため、施設の長期的な修繕計画（令和７年度策定予定）を

基に、指定管理者と調整を図りつつ計画的に対処していきたい。 

 


